
【資料４】

武雄市図書館 改装前と改装後の比較写真

改装前 改装後

●エントランスが雑誌売り場に
広々とした交流スペースだったロビーは、蔦谷書店の新刊・雑誌売り場に

→

●子どもの本が２メートル以上の高さに「展示」
手にとって自由に読める明るい児童書コーナーが、大人の手も届かない場所に

→

●２階の狭いスペースにも巨大な書架が
閲覧スペースだった場所に無理に書架を作り、転落の危険も

→



●子どもの本があった入り口一等地にスタバが開店
改装前から自由に使える閲覧席もカフェもありましたが、書架を退けスタバが開店

→

●博物館がTSUTAYAのレンタルDVDコーナーに
「歴史資料館・蘭学館」がレンタルDVD・CDのコーナーに

→

（株式会社佐藤総合計画ウェブサイトより）

※この資料は「武雄市図書館・歴史資料館を学習する市民の会」のウェブサイトに

掲載されている資料を基に当会で編集しました。 http://takeolib.sblo.jp/

※改装後の館内は武雄市図書館公式ウェブサイト等からストリートビューでご覧いただけます。

http://www.epochal.city.takeo.lg.jp/winj/opac/top.do 武雄市図書館

更に理解を深めるためにいくつかのウェブサイトをご紹介します

・https://sites.google.com/site/takeoproblem/ 佐賀県武雄市の問題について

・http://goldenhige.cocolog-nifty.com/blog/ さまよう金の髭

・http://takeolib.sblo.jp/ 武雄市図書館・歴史資料館を学習する市民の会

・http://totomoren.net/ 図書館友の会全国連絡会

この学習会の企画にあたっては上記のサイトを参考にさせていただきました。

また、管理者やメンバーの方のご協力もいただき厚く御礼を申し上げます。

2013年12月８日 西東京市公民館市民企画事業

「ポイントが貯まる図書館は快適ですか？－武雄市立図書館の事例－」学習会参考資料

企画：市民自治井戸端会議 http://www004.upp.so-net.ne.jp/idobatakaigi/


